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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランプ交換のためのネットワークシステムであって、
　ランプの状態に関するランプ情報を送信するためのランプ情報出力手段を備えるランプ
と、前記ランプ情報を受信するための受信端末と、前記ランプを前記受信端末にネットワ
ーク接続するためのネットワーク回線とを備えることを特徴とするネットワークシステム
。
【請求項２】
　ランプの状態に関するランプ情報を、ランプからネットワーク回線に送信するステップ
と、
　前記ランプ情報を、受信手段において受信するステップと、
　前記ランプ情報に基づいて、新たなランプを供給するステップとを有することを特徴と
するランプ供給方法。
【請求項３】
　ランプ交換のためのネットワークシステムに用いられるランプであって、
　ランプの状態に関するランプ情報を、前記ランプ情報を受信するための受信端末へ、ネ
ットワークを介して送信するためのランプ情報出力手段を備えることを特徴とするランプ
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、管球および照明器具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、管球、例えばグローブと一端部に電球口金を有するケースとで外囲器を形成し、グ
ローブ内に屈曲形蛍光管を有し、ケース内に屈曲形蛍光管を点灯するための点灯回路を備
えた電球形蛍光ランプ等において、例えば、寿命を迎える前または寿命を迎えた際、使用
者は、交換のために新たなランプを販売店等に購入に赴く必要があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、販売店が遠隔地にあったりすると、購入に赴くことがなかなかできなかっ
たり、また電話で注文するといった手間もかかっていた。このため、このような手間を簡
便に行うために、例えば使用している管球が寿命を迎える前、または寿命を迎えた際、販
売店に購入に赴いたり、電話で注文を行うことなく、新たな管球を入手することができる
ことが望まれている。
【０００４】
本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、ネットワークに接続するこ
とのできる管球および照明器具を得ることを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係るネットワークシステムは、ランプ交換のためのネットワークシステムであ
って、ランプの状態に関するランプ情報を送信するためのランプ情報出力手段を備えるラ
ンプと、前記ランプ情報を受信するための受信端末と、前記ランプを受信端末にネットワ
ーク接続するためのネットワーク回線とを備えることを特徴とする。
　本発明に係るランプ供給方法は、ランプ状態を、ランプからネットワーク回線に送信す
るステップと、前記ランプ情報を、受信手段において受信するステップと、前記ランプ情
報に基づいて、新たなランプを供給するステップとを有することを特徴とする。
　本発明に係るランプは、ランプ交換のためのネットワークシステムに用いられるランプ
であって、ランプの状態に関するランプ情報を、前記ランプ情報を受信するための受信端
末へ、ネットワークを介して送信するためのランプ情報出力手段を備えることを特徴とす
る。
【０００６】
　これにより、例えば管球に不具合が生じた際、ネットワークを通じて販売店などに自動
的に伝わるため、使用している管球が寿命を迎える前、または寿命を迎えた際、販売店に
購入に赴いたり、電話で注文を行うことなく、新たな管球を入手することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施形態である管球として、図１に示すように、一般に普及している電球形蛍
光ランプ、すなわち、グローブ１と一端部に口金２を有するケース３とで外囲器を形成し
、グローブ１内に屈曲形蛍光管４を有し、ケース３内に屈曲形蛍光管４を点灯するための
点灯回路５を備えた電球形蛍光ランプ６（以下、蛍光ランプという）を用いた。
【００１０】
本実施形態の蛍光ランプ６の口金２は差込形の口金を用いている。
【００１１】
蛍光ランプ６のケース３内には前述した点灯回路５の他に、寿命末期またはランプ不点灯
等のランプ状態を検出するためのランプ状態検出手段７と、ランプ状態をインターネット
等のネットワーク回線に送信するためのランプ情報出力手段８を回路として備えている。
【００１２】
これにより、例えば使用している蛍光ランプ６に不具合が発生した場合、その情報が予め
指定された販売店などに届くことになり、販売店はその情報を元に、使用者に切れたもの
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と同等な蛍光ランプ６を届けることができる。また、販売店側はその情報を受け取った旨
を、パソコンなどの端末からネットワーク回線を通じて、その蛍光ランプに情報を送り蛍
光ランプのケースに設けたＬＥＤ等（図示せず）を点灯させるなどして連絡を送るように
しても良く、これはケース３内にネットワーク回線からの情報を受信するための情報入力
手段９を備えることにより実現できる。
【００１３】
蛍光ランプ６の口金２には、電源に接続するための端子と、ランプ情報出力手段８からの
情報を照明器具に伝えるための情報入出力端子１０が設けられている。そしてこの情報入
出力端子１０はケース３内の情報入出力手段１１に接続されている。
【００１４】
本発明の一実施形態である照明器具（図示せず）は、一般に普及している照明器具に、蛍
光ランプからのランプ情報や、外部からの情報を入出力するための情報入出力端子を備え
たものである。
【００１５】
なお、本実施形態においては、ランプ状態検出手段７とランプ情報出力手段８とを蛍光ラ
ンプ６のケース３内に設けたが適宜、照明器具内に設け、照明器具側からランプ状態を検
出し、ランプ状態をネットワーク回線を通じて送信するようにしても良い。
【００１６】
以上説明したように、本発明の管球および照明器具によって、例えば管球に不具合が生じ
た際、ネットワークを通じて販売店などに自動的に伝わるため、使用している管球が寿命
を迎える前、または寿命を迎えた際、販売店に購入に赴いたり、電話で注文を行うことな
く、新たな管球を入手することが可能となる。
【００１７】
【発明の効果】
以上のように本発明は、インターネット等のネットワークに接続することのできる管球お
よび照明器具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態である管球を説明するための図
【符号の説明】
１　グローブ
２　口金
３　ケース
４　屈曲形蛍光管
５　点灯回路
６　蛍光ランプ
７　ランプ状態検出手段
８　ランプ情報出力手段
９　情報入力手段
１０　情報入出力端子
１１　情報入出力手段
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